
令和4年8月3日

教育コミュニケーション 夜間 ×
人と人との対話的な関係を構築しながら、教育というコミュニケーションの問題を探究するた
め、週に１～２回程度、通学による対面授業やゼミを実施することがあります。

幼年教育・発達支援 夜間 ○

学校心理・学校健康教育・発達支援 夜間 ○
心理教育的アセスメントや統計的分析等の実習について、一部通学による対面授業を実施しま
す。

臨床心理学 夜間 ×
臨床心理士を養成するため、心理検査器具などを用いた演習や実習科目については、通学によ
る対面授業を実施します。

芸術表現系教育（音楽） 夜間 △ 実技科目は通学による対面授業を実施します。

芸術表現系教育（美術） 夜間 ○

生活・健康・情報系教育 夜間 ○ 実技や実習科目を選択する場合は、通学による集中講義を実施します。

学校経営 フレックス ○

教育方法・生徒指導マネジメント 夜間 ○

言語系教科マネジメント 夜間 ○

社会系教科マネジメント 夜間 ○

理数系教科マネジメント 夜間 ○ 実験・実習科目は、夏期休業期間中などに通学による対面授業を実施することがあります。

教育政策リーダー フレックス ○
神戸ハーバーランドキャンパスでの授業等はハイフレックス型でも実施していますが，演習や
実習等においては，神戸や各地での対面授業等も一部あります。

グローバル化推進教育リーダー 夜間 ○

学校教育 夜間 △
「対面による実践の語り合い」に、学びが生まれると考えていますので、２か月に１回程度通
学による対面での授業（教育実践リフレクション）を実施しています。

※通学は、原則神戸ハーバーランドキャンパスになりますが、実験・実習・実技については、設備の関係上加東キャンパスで実施することがあります。
　なお、神戸ハーバーランドキャンパスは令和６年10月からＪＲ新長田駅前に移転する予定です。

人間発達教育

教育実践高度化

各専攻・コース（夜間クラス・フレックスクラス）の授業について
オンラインのみで修了可能なコースについても、「オンラインでの対面授業（同期型）と通学による対面授業を選択できるハイフレックス科目」を設定するなど、
対面授業を効果的に実施しています。

専　　攻 コース クラス

オンラインのみでの修了
　　○：ほぼ可能
　　△：一部の授業で通学必要
　　×：週１～２回程度通学必要

授業方法の特性及び通学の状況

https://www.hyogo-u.ac.jp/course/edu_com/
https://www.hyogo-u.ac.jp/course/chi_edu/
https://www.hyogo-u.ac.jp/course/psy_hea/
https://www.hyogo-u.ac.jp/course/cli_psy/
https://www.hyogo-u.ac.jp/course/cul_art/
https://www.hyogo-u.ac.jp/course/cul_art/
https://www.hyogo-u.ac.jp/course/beh_edu/
https://www.hyogo-u.ac.jp/course/sch_man/
https://www.hyogo-u.ac.jp/course/sch_sci/
https://www.hyogo-u.ac.jp/course/cul_lan/
https://www.hyogo-u.ac.jp/course/rec_soc/
https://www.hyogo-u.ac.jp/course/rec_nat/
https://www.hyogo-u.ac.jp/course/pol_lea/
https://www.hyogo-u.ac.jp/course/glo_lea/
https://www.hyogo-u.ac.jp/course/rec_edu/
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